
 階層化コマンドは、対象列の数値データを一定の幅で区切って階層化して、各階層に含まれる件数や

数値の合計を表示する機能です。
 階層幅は個別に入力する必要はなく、オプションを選択して簡単に階層幅を決定することが出来ます。
対象列を選択すると統計値が表示されるので、階層幅を決定する際に参考にすることが出来ます。

 階層化コマンドには、階層ごとにサンプルサイズを入力してサンプリングする階層化サンプリング機

能も備えています。

「階層化」機能について

①「ActiveData分析コマンド」グループ内
の「階層化」をクリックします。

Ⅰ．分析－階層化

②「階層化」ダイアログボックス

が開きます。



「階層化」
【階層化】機能説明

Ⅰ．分析－階層化

階層化するための数値形
式の列を選択します。

階層幅は個別に入力する必要はなく、オプション
を選択して簡単に階層幅を決定することが出来ま
す。

階層窓に結果が表示されます。

階層チャートが棒グラフで

表示されます。

対象列を選択すると
統計値が表示されます。



「階層化」
【階層化サンプリング】機能説明

Ⅰ．分析－階層化

①「サンプル列を表示」をクリックすると、「サ
ンプルサイズ」列が階層窓に挿入されます。

②各階層からサンプリングするにあたり、
必要なサンプル件数を入力します。

③「サンプリング」ボタンをクリックすると

新規ワークシートにサンプリング結果が出力
されます。



「階層化」出力結果（イメージ）
Ⅰ．分析－階層化



サンプリング結果（イメージ）
Ⅰ．分析－階層化


